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聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
は
、
も
と
も
と
サ
ウ
ル
と

い
う
名
前
だ
っ
た
。
サ
ウ
ル
〔
サ
ウ
ロ
〕
は
ま

さ
に
ユ
ダ
ヤ
人
ら
し
い
名
前
で
、
旧
約
時
代
の

初
代
の
王
サ
ウ
ル
と
同
名
で
あ
る
。
生
粋
の
ユ

ダ
ヤ
教
徒
で
あ
っ
た
サ
ウ
ル
は
最
初
「
こ
の
道

に
従
う
者
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
こ
と
）
」
（
使
徒

9:

2
）
を
激
し
く
迫
害
し
て
い
た
。
し
か
し

あ
る
時
、
天
か
ら
光
が
サ
ウ
ル
を
照
ら
し
た
。

そ
し
て
声
が
聞
こ
え
て
来
た
。 

「
サ
ウ
ル
、
サ
ウ
ル
、
何
ぞ
我
を
窘
逐
〔
迫

害
〕
す
る
。
爾
、
莿
を
踏
む
は
難
し
。
」 

 

ち
な
み
に
最
後
の
「
莿
を
踏
む
云
々
」
は
写

本
の
違
い
で
正
教
会
訳
聖
書
に
あ
っ
て
口
語
訳

や
共
同
訳
に
は
無
い
聖
句
（
使
徒
26:

14
に
は

あ
る
）
。
「
莿
」
は
家
畜
を
刺
激
す
る
刺
の
あ

る
鞭
の
こ
と
で
、
「
踏
む
は
難
し
」
は
無
駄
な

抵
抗
と
い
う
意
味
。
す
な
わ
ち
ハ
リ
ス
ト
ス
と

い
う
真
理
に
歯
向
か
う
の
は
困
難
で
あ
り
虚
し

い
こ
と
だ
と
諭
し
て
い
る
。 

 

イ
コ
ン
で
は
ハ
リ
ス
ト
ス
の
姿
が
描
か
れ
、

パ
ウ
ェ
ル
自
身
も
、
復
活
し
た
ハ
リ
ス
ト
ス
は

「
わ
た
し
に
も
現
れ
た
」
（
コ
ン
ン
ト
書
第
一

15:

8
）
と
言
っ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
「
サ

ウ
ロ
の
同
行
者
た
ち
は
物
も
言
え
ず
に
立
っ
て

い
て
、
声
だ
け
は
聞
え
た
が
、
だ
れ
も
見
え
な

か
っ
た
」
（
使
徒
9:

7
）
。  

 

サ
ウ
ル
は
ハ
リ
ス
ト
ス
の
声
を
聴
い
た
後
、

目
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

使
徒
ア
ナ
ニ
ヤ
と
出
会
っ
て
、
洗
礼
を
受
け
る

直
前
に
、
彼
の
目
か
ら
「
う
ろ
こ
の
よ
う
な
も

の
」
が
落
ち
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
「
目

か
ら
鱗
」
と
い
う
諺
は
こ
れ
が
由
来
）
。
そ
れ

か
ら
サ
ウ
ル
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
使

徒
と
し
て
力
強
く
伝
道
し
て
行
く
の
で
あ
る
。 

 

祈
祷
文
で
は
、
神
の
羔
と
呼
ば
れ
る
ハ
リ
ス

ト
ス
の
神
聖
な
声
が
サ
ウ
ル
の
心
を
と
ら
え
た

の
だ
と
言
い
、
「
彼
（
パ
ウ
ェ
ル
）
」
を
信
徒

と
い
う
名
の
羊
の
群
れ
飼
う
「
牧
者
」
に
し
、

羊
た
ち
を
パ
ウ
ェ
ル
に
託
し
た
、
と
続
く
。 

 

私
た
ち
の
心
の
目
か
ら
、
幾
重
に
も
重
な
っ

た
鱗
を
落
と
す
た
め
に
、
私
た
ち
も
ハ
リ
ス
ト

ス
の
声
を
耳
で
は
な
く
心
で
聞
こ
う
。
そ
の
た

め
に
聖
書
を
読
み
、
参
祷
し
よ
う
。
（
Ｄ
） 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

サウルは曩に獅の如くに猛り

て、甚しくハリストスの教会

を残害したれども、其の窘逐

せし神の羔の神聖なる聲に執

われて、彼を牧者として群を

彼に託す。 

（聖使徒ペトル・パウェル祭 早課・第四歌頌） 

きんちく 

さき しし たけ 

はなはだ 

そ 

こひつじ こえ とら 

むれ 

と
げ 

か
た き

ん
ち
く 
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6
月
15
日
㈰
、
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
の
信
徒
総
会
が
聖
体
礼
儀
の
後
に
25
名

の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。 

 
開
会
祈
祷
、
開
会
宣
言
の
後
、
長
司
祭
ダ

ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
神
父
の
訓
示
と
し
て
、

「
教
会
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の
体
で
あ
り
、
ハ

リ
ス
ト
ス
は
教
会
の
頭
で
あ
る
。
頭
と
体
が

切
り
離
せ
な
い
よ
う
に
、
ハ
リ
ス
ト
ス
と
教

会
は
一
体
で
あ
る
。
そ
し
て
教
会
を
ハ
リ
ス

ト
ス
の
体
に
す
る
の
は
神
・
聖
神
の
導
き
・

力
で
あ
り
、
私
た
ち
は
常
に
神
・
聖
神
の
恩

寵
を
呼
び
求
め
て
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教
会
が
単
な
る
人
間
の
団
体
で
は
な
い

理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
現
実
、
困
難
な
世
の

中
に
存
在
す
る
教
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
抱
え
て
る

だ

ろ

う
。
し

か

し
、
小

さ

な
こ
と
に
一

喜

一

憂

せ

ず
、
ひ

た

す

ら
教
会
が
神

の
恩
寵
の
も

と
に
あ
る
こ

と
を
信
じ
る

信
仰
を
深
め
て
祈
ろ

う
」
と
教
示
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
宗
務
活
動
報

告
、
次
に
会
計
報
告
と

監
査
報
告
が
行
わ
れ
、

拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
た
。 

 

報
告
の
中
で
は
主
に

以
下
よ
う
な
事
項
が
あ

げ
ら
れ
た
。 

①
昨
年

6

月
に
セ
ラ

フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
着

座
祝
賀
会
を
開
催
（
教

区
と
協
賛
）
。 

②
敬
老
会
、
新
年
会
、

降
誕
祭
祝
賀
会
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
行
事
が

戻
っ
て
き
た
。 

③
昨
年
10
月
に
仙
台
正

教
会
一
五
〇
周
年
記
念

祭
を
開
催
。
講
話
、
パ

ネ

ル

展
、
記

念

品

な

ど
。 

④
復
活
大
祭
を
6
年
ぶ

り
に
深
夜
に
行
っ
た
。 

 

 

次
に
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
宣

教
、
牧
会
、
活
発
化
な
ど
、
教
会
と

し
て
の
永
遠
の
課
題
に
継
続
し
て
取

り
組
む
こ
と
の
他
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

①
戦
後
〔
第
一
代
目
の
聖
堂
焼
失
〕

か
ら
80
年
を
迎
え
る
今
年
、
何
ら
か

の
記
念
を
行
い
た
い
（
具
体
的
に
は

未
定
）
。 

②
バ
ザ
ー
つ
い
て
は
、
中
止
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
た
今
ま
で
の
規
模
で

再
開
す
る
の
で
は
な
く
、
「
ミ
ニ
・

バ
ザ
ー
」
（
仮
称
）
と
い
う
規
模
で

開
催
す
る
。
そ
の
検
討
の
た
め
に

「
バ
ザ
ー
委
員
会
」
を
発
足
す
る
。 

 

な
お
、
予
算
案
は
、
案
ど
お
り
に

承
認
さ
れ
た
。 

 

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
は
な

か
っ
た
が
、
マ
ル
コ
熊
谷
執
事
と
ナ

デ
ジ
ダ
清
水
姉
が
事
情
に
よ
り
退
任

と
な
り
、
新
た
に
ル
カ
平
塚
裕
兄
が

執
事
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た

（
欠
員
1
名
）
。 

 

6月15日(日) 
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6
月
21
日
㈯
か
ら
22
日
㈰
に
か
け
て
、
札

幌
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
を
会
場
に
東
日
本
主
教

教
区
の
「
理
事
会
」
お
よ
び
「
教
区
会
議
」
が

開
催
さ
れ
た
。 

 

21
日
の
「
理
事
会
」
後
に
、
主
日
徹
夜
祷
が

行
わ
れ
、
参
祷
者
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下

に
祝
福
の
油
を
塗
油
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

「
教
区
会
議
」
に
お
い
て
ま
ず
は
定
足
数
の

確
認
が
行
わ
れ
、
30
名
の
出
席
者
に
よ
っ
て
本

会
議
が
始
め
ら
れ
た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
は
ご
訓
示
と
し
て

隣
人
に
信
仰
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
か

れ
、
伝
道
は
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
宗
務
報
告
が
行
わ
れ
、
教
団
の
活

動
、
教
団
設
置
委
員
会
で
あ
る
「
財
務
委
員

会
」
「
宣
教
企
画
委
員
会
」
「
諸
規
則
検
討
委

員
会
」
か
ら
の
報
告
、
そ
し
て
教
区
の
活
動
や

そ
の
他
各
教
会
の
主
な
報
告
が
な
さ
れ
た
、
つ

づ
い
て
決
算
報
告
、
監
査
報
告
と
す
す
め
ら

れ
、
特
に
質
疑
応
答
も
な
く
承
認
さ
れ
た
。 

 

業
務
計
画
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
、
年
間
行
事
を
行
う
こ
と
、
宣
教
献
金
の
総

額
も
目
標
金
額
は
変
え
な
い
こ
と
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
予
算
案
が
説
明
さ
れ
、
滞

り
な
く
承
認
さ
れ
た
。 

 

今
年
は
役
員
改
選
は
行
わ
れ
ず
、
会
計
監
事

の
お
二
人
も
留
任
と
な
っ
た
。 

 

「
そ
の
他
」
の
中
で
、
経
済
的
に
逼
迫
し
て

い
る
小
さ
な
教
会
に
対
す
る
教
区
分
担
金
の
見

直
し
の
お
願
い
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
問
題
を

ど
う
解
消
す
る
か
が
教
区
の
課
題
と
な
っ
た
。

書
類
が
手
渡
さ
れ
た
。 

6月22日（札幌） 
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一
般
公
開 

 

5
月
30
日
㈮
か
ら
6
月
1
日
㈰

に
か
け
て
、
バ
ラ
の
咲
き
誇
る
白
河

正
教
会
が
一
般
公
開
さ
れ
、
多
く
の

方
々
が
白
河
生
神
女
聖
堂
を
訪
れ

た
。
生
憎
の
雨
模
様
だ
っ
に
も
か
か

わ
ら
ず
間
断
な
く
訪
問
者
が
足
を
運

び
、
歴
史
あ
る
聖
堂
と
イ
コ
ン
を
見

て
感
激
の
声
を
あ
げ
て
お
ら
れ
た
。 

 

巡
回 

 

 

5
月
31
日
㈯
か
ら
6
月
1
日
㈰

に
か
け
て
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
が
白

河
正
教
会
を
巡
回
し
た
。
諸
聖
神
父

の
主
日
に
あ
た
り
、
徹
夜
祷
や
聖
体

礼
儀
で
は
諸
聖
神
父
の
ト
ロ
パ
リ
や

昇
天
祭
の
ト
ロ
パ
リ
も
加
え
て
歌
っ

た
。 

 

聖
体
礼
儀
に
つ
づ
い
て
マ
リ
ナ
鈴

木
姉
の
ご
家
族
の
パ
ニ
ヒ
ダ
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
祈
祷
後
、
イ
オ
ア
ン
大

寺
兄
の
車
の
成
聖
も
行
わ
れ
た
。 

 
 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 
婦
人
会
総
会
開
催 

ウ
ェ
ラ
山
中
由
美 

 

6
月
8
日
㈰
の
五
旬
祭
聖
体
礼
儀
お
よ
び
晩
課
の
後
に
令
和

7
年
度
婦
人
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
口
神
父
様
に
も
ご

臨
席
い
た
だ
き
、
昨
年
の
活
動
報
告
と
収
支
決
算
報
告
で
1
年

間
を
振
り
返
り
、
今
後
1
年
の
活
動
計
画
と
収
支
予
算
案
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 

報
告
の
中
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
会
行
事
の
お
手

伝
い
を
し
た
こ
と
、
特
に

一
五
〇
周
年
記
念
と
し
て

イ
コ
ン
掛
け
を
新
調
し
た

こ
と
、
ま
た
婦
人
会
長
が

交
代
し
た
こ
と
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
活
動
計
画
と

し
て
教
会
訪
問
が
あ
げ
ら

れ
9
月
に
山
田
正
教
会
を

訪
問
す
る
予
定
と
な
り
ま

し
た
（
20
日
～
21
日
予
定
）
。 

 

今
年
一
年
も
婦
人
会
活

動
に
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

聖
堂
外
壁
修
復
の
関
係
で
「生
神
女
進
堂
聖

堂
の
建
築
」と
い
う
小
冊
子
を
作
製
し
た
。

こ
れ
は
故
ア
ン
フ
ィ
ム
平
澤
敏
雄
兄
の
遺
稿

を
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
が
編
集
し
た
も
の
。

聖
堂
建
立
の
経
緯
が
詳
細
に
わ
か
る
。 
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戦
後
80
年
記
念 

昭
和
20
年
の
執
事
会
の
記
録
よ
り 

 

仙
台
教
会
の
古
い
ノ
ー
ト
に
戦
中
戦
後
の
貴
重
な

執
事
会
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
翻
刻
・

抜
粋
し
て
紹
介
し
た
い
。
（長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
） 

昭
和
二
十
年
六
月
六
日  

 

一
、
当
教
会
聖
器
物
の
避
難
並
び
に
防
空
壕
に

関
す
る
件
（
岩
間
神
父
の
挨
拶
） 

 

当
教
会
聖
器
物
の
避
難
並
び
に
防
空
壕
建
設

に
関
し
て
は
本
月
三
日
の
総
代
会
に
て
既
に
協

定
し
た
る
こ
と
な
れ
ど
も
其
の
後
、
菊
池
総
代

よ
り
聖
堂
南
方
井
戸
側
の
板
倉
を
利
用
し
聖
器

物
避
難
を
主
と
す
る
防
空
壕
を
造
る
は
却
っ
て

有
利
と
認
め
ら
る
る
を
以
て
、
此
の
件
に
つ
き

重
ね
て
総
代
会
を
開
催
せ
ら
れ
度
い
旨
の
申
出

で
あ
り
し
ゆ
え
、
更
に
本
日
開
催
せ
る
所
以
な

り
と
の
挨
拶
に
引
き
続
き
協
議
に
移
り
、
懇
談

を
重
ね
し
結
果
、
大
体
、
左
の
要
領
に
て
防
空

壕
を
造
る
こ
と
に
協
定
せ
り
。 

（
イ
）
聖
堂
南
方
に
当
た
る
井
戸
の
南
側
に
あ

る
小
板
倉
（
二
間
に
一
間
半
の
）
を
其
の
侭
地

下
に
埋
収
せ
し
め
て
防
空
壕
と
な
す
こ
と 

（
ロ
）
該
防
空
壕
の
位
置
は
現
在
の
板
倉
位
置

よ
り
稍
や
東
方
に
位
す
る
場
所
を
選
び
東
西
に

長
く
南
北
に
狭
く
壕
を
造
り
、
板
倉
は
そ
の
向

き
を
換
え
て
壕
内
に
埋
収
す
る
も
の
に
し
て
出

入
り
口
は
東
西
両
方
に
設
く
る
こ
と
。 

（
ハ
）
板
倉
は
屋
根
を
其
の
侭
に
し
て
埋
む
べ

き
か
又
は
梁
以
上
の
部
分
を
取
り
去
り
上
方
を

平
ら
に
し
て
埋
む
る
か
は
鳶
人
足
と
相
談
の
上

に
て
決
す
べ
き
こ
と
。 

（
二
）
防
空
壕
上
部
の
覆
土

は
少
な
く
と
も
二
尺
以
上
と

な
し
且
つ
排
気
通
風
の
為
、

煙
突
二
本
、
設
く
る
こ
と
。 

煙
突
の
材
料
に
は
板
倉
附
属

小
屋
の
ト
タ
ン
屋
根
を
利
用

す
べ
き
こ
と
。 

（
ホ
）
該
防
空
壕
は
菊
地
総

代
知
り
合
い
の
鳶
人
足
を
し

て
請
け
負
わ
し
む
る
こ
と

と
、
な
る
べ
く
造
設
費
一
切

七
百
円
の
預
定
な
り
（
見
積

書
を
提
出
せ
し
む
る
こ
と
） 

 
 

…
中
略
… 

昭
和
二
十
年
六
月
八
日 

 

六
月
六
日
の
総
代
会
に
於
い
て
協
定
せ
る
教

会
の
「
小
板
倉
」
を
埋
収
し
て
防
空
壕
と
為
す

の
件
は
、
翌
七
日
の
朝
、
岩
間
神
父
よ
り
、
直

接
、
鳶
人
足
（
福
原
金
三
郎
）
に
交
渉
し
て
、

そ
の
建
造
方
、
承
諾
を
得
た
り
し
も
、
同
七
日

夕
刻
位
、
鳶
人
足
、
岩
間
神
父
許
に
来
た
り
、 

 

『
板
倉
利
用
防
空
壕
建
造
に
は
自
分
の
外
、

四
、
五
名
の
人
夫
必
要
な
る
を
以
て
自
分
は
殆

ん
ど
終
日
位
、
人
足
の
刈
り
集
め
に
奔
走
せ
る

も
、
何
れ
も
他
の
工
事
又
は
其
の
他
の

職
に
従
事
し
居
り
、
目
下
の
場
合
、
見

込
み
通
り
の
鳶
人
足
を
得
る
能
わ
ざ
る

に
依
り
て
遺
憾
此
の
請
負
を
御
断
り
す

る
の
已
む
な
き
に
至
る
旨
』
申
し
出
に

接
し
た
る
が
為
、
岩
間
神
父
は
其
の
翌

八
日
、
火
急
の
事
柄
な
る
を
以
て
総
代

会
の
開
催
を
省
略
し
、
教
会
総
代
の
各

家
庭
を
巡
回
し
て
そ
の
意
見
を
徴
し
た

る
結
果
、
本
件
は
左
記
の
通
り
変
更
決

定
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。 

 

小
板
倉
を
埋
収
し
て
大
防
空
壕
を
造

る
の
件
を
取
り
罷
め
、
更
に
正
教
会
境

内
の
適
当
な
る
樹
木
を
間
伐
し
て
、
之

を
材
料
と
な
し
、
聖
堂
南
方
の
空
地
に
内
容
二

間
に
一
間
、
高
さ
六
尺
の
堅
牢
な
る
防
空
壕
を

建
造
す
る
こ
と 

此
の
工
事
は
鳶
人
足
福
原
金

三
郎
一
人
に
し
て
之
に
当
た
り
、
大
体
、
一
週

間
の
予
定
に
て
完
成
の
見
込
み
。
以
上 

▲ 仙台市戦災復興記念館の中の防空壕 
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７月聖名日 

モレーベンのご案内 

7月20日㈰聖体礼儀後 

▲ 聖使徒ペトル ▲ 聖使徒パウェル 

 7月の聖名日モレーベンに該当

する方々の一覧です。         

聖名日 聖    名 氏    名（敬称略） 

7/10 イオアンナ（携香女） 佐藤圭子 

7/12 聖使徒ペトル 
太田 秀、木村謙太、小松 繁、佐藤純一、
高橋英俊、横山哲也、寺嶋涼華 

7/12 聖使徒パウェル 秋保明、木村憲治、 

7/18 エリザベタ（ロシア大公妃） 寺嶋リイザ、高橋明子 

7/19 ルキヤ（ロマの聖致命女） 岡多喜子、中川八重、佐々木万里子 

7/20 フォマ（マレヤの修士克肖者） 沢辺智康 

7/24 オリガ（キエフの聖大公女） 小松幸恵、水口敦子 

7/26 神使首ガヴリイル 山田 謙 

7/27 聖使徒アキラ（70人門徒） 笹川 皓、佐々木明、横山 昭 

7/28 ウラジミル（キエフの聖大公亜使徒） 大泉 巖 

7/29 ユリヤ（カルファゲンの聖致命女） 佐々木聡子、オウゾン・ジュリヤ 

7/30 マリナ（アンティオケアの聖大致命女） 
板橋順子、佐藤安子、高橋理恵、 
永沢いく子、本多弘子、吉田則子 

婦
人
会
よ
り 

聖
歌
隊
よ
り 

 

7
月
6
日
㈰
、
リ
メ
イ
ク
帯
の
作

業
を
行
い
ま
す
。
帯
か
ら
手
提
げ
袋
を

作
製
す
る
予
定
で
す
。
今
回
は
、
ほ
ど

く
作
業
な
の
で
、
縫
い
物
が
苦
手
な
方

で
も
気
軽
に
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

消 
 

息 

・
永
眠 

六
月
八
日 

 

ル
カ
板
垣 

孜 

兄
（
82
歳
） 

 
 
 

永
遠
の
記
憶
【
中
新
田
正
教
会
】 

 
 

 

8
月
17
日
㈰
、
祈
祷
後
に
聖
歌

隊
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
度
の

奉
仕
を
振
り
返
り
、
新
年
度
の
奉
仕

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
総
会
で
す
。

ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 



令
和
7
年
６
月
10
日
㈫ 

 
 

午
後
２
時
～
４
時 

３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・
福
島
地
区
信
徒
集
会 

5╲

9 
 

・
拡
大
宣
教
会
議 

5╲
15 

於
：
仙
台 

 

教
区
行
事
計
画
の
発
表
。 

・
婦
人
会
総
会 

6╲

8 

 

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
活
動
計
画
、
予

算
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
活
動
計
画
と
し
て

他
教
会
訪
問
（
山
田
正
教
会
）
を
練
っ
て
い

る
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴
信
徒
総
会 

6
月
15
日  

・
公
示
（
会
報
、
掲
示
板
）
、
往
復
は
が
き

で
の
案
内
を
5
月
中
旬
に
送
付
し
た
。
今
日

現
在
の
集
計
と
し
て
出
席
予
定
26
人
。 

・
会
場
設
営
は
当
日
の
朝
、
方
舟
会
が
担

当
。 

・
総
会
役
員
と
し
て
、
副
議
長
（
山
田
兄
、

太
田
姉
）
、
書
記
（
山
中
姉
、
永
元
姉
）
、

議
事
運
営
委
員
（
笹
川
兄
、
木
村
兄
、
大
立

目
兄
）
の
予
定
と
す
る
。 

・
改
選
の
年
で
は
な
い
が
、
新
執
事
と
し
て

ル
カ
平
塚
裕
兄
を
選
出
し
承
認
を
得
る
。
マ

ル
コ
熊
谷
兄
は
退
任
。
欠
員
１
の
ま
ま
と
な

る
。 

・
決
算
と
予
算
の
検
討 

 

信
徒
総
会
資
料
が
配
布
さ
れ
、
内
容
を
確

認
し
た
。 

 

財
産
目
録
か
ら
「
電
話
加
入
権
」
を
削
除

す
る
。 

 

財
産
目
録
の
正
味
財
産
の
覧
を
見
や
す
く

改
訂
し
た
。 

 

予
算
は
提
出
さ
れ
た
案
を
信
徒
総
会
で
は

か
る
。 

 

年
間
予
定
の
中
で
、
バ
ザ
ー
を
ど
う
す
る

か
話
し
合
っ
た
。
在
庫
処
分
の
意
味
で
も
、

ミ
ニ
・
バ
ザ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
行
う
予
定

と
し
、
日
程
・
内
容
は
未
定
と
し
た
い
。
案

と
し
て
は
聖
歌
発
表
の
場
を
設
け
て
一
般
来

教
者
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
メ
イ
ン
に
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
も
出
さ
れ
た
。
信
徒

総
会
の
場
で
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
決
議
す
る
場

を
設
け
る
。 

・
会
計
監
査
は
6
月
13
日
に
行
う
。 

 
 

⑵
全
国
公
会 

7
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰ 

 

今
年
の
代
議
員
と
し
て
山
田
兄
と
平
塚
兄

が
候
補
。 
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献 

金 

報 

告 

（7
.5

.2
6

～7
.6

.2
4

） 

○
聖
堂
内
献
金 

六
万
九
千
二
百
八
十
九
円 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

但
木
國
子 

三
千
円 

大
川
久
美
子
〔
前
橋
〕 

 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 

永
元
亜
紀
子
、
平
塚
恵 

二
千
円 

井
戸
久
未
子 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
千
円 

永
沢
正
輝
、
笹
川
皓
、
高
橋
紀
武 

三
千
円 

佐
治
美
智
子
、
山
寺
し
ち
よ 

二
千
円 

本
多
弘
明 

千
円 

 

高
橋
清
太
、
山
中
由
美
、
岡
崎
雄
俊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
敬
称
略 



    

1
日
㈫ 
定
例
執
事
会 

14
時
～ 

5
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
3
調 

6
日
㈰ 

第
4
主
日 
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 

書
札 

ロ
マ
6:

18-
23 

 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
8:

5-
13 

 
 

◆ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

5-

6
日 

水
口
神
父
白
河
巡
回 

 

5
日
㈯ 

17
時
半 

晩
課
／
18
時
半
執
事
会 
 

 

 

6
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀
／
信
徒
総
会 

 

6
日
㈰
祭
日
晩
課
（
17
時
）  

 

7
日
㈪
前
駆
イ
オ
ア
ン
誕
生
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

 
 

書
札 

ロ
マ
13:

11-

14:

4 
 

 
 

 

 
 

福
音 

ル
カ
1:

1-

25
，
57-

68
，
76
，
80 

      

12
日
㈯
、
13
日
㈰ 

全
国
公
会
（東
京
） 

12
日
㈯ 

仙
台
で
の
祈
祷
は
お
休
み 

13
日
㈰ 

仙
台
で
の
祈
祷
は
お
休
み 

13
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・代
式
祈
祷
（
10
時
） 

19
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
5
調
（
17
時
） 

20
日
㈰ 

第
6
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

ロ
マ
12:

6-

14 
 

 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
9:

1-

8 

※ 

聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 

■ 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 
 

 

都
合
に
よ
り
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
は
第
二
日
曜 

 
 

 

で
は
な
く
第
三
日
曜
に
行
な
い
ま
す
。 

 

▼
方
舟
会
／
婦
人
会 

25-
26
日 

水
口
神
父
中
新
田
巡
回 

 

25
日
㈮ 

17
時 

勉
強
会
／
18
時 

晩
祷 

 
 

 

26
日
㈯ 
10
時 

聖
体
礼
儀
／
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

26
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
6
調
（
17
時
） 

27
日
㈰ 

第
7
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

ロ
マ
15:

1-

7 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
9:

27-
35 

 

 

◇
ミ
ニ
講
話 

 

 
 

 

◎ 

夏
休
み
子
供
会
（盛
岡
・教
区
協
賛
） 
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７
月
行
事
・

奉
事
予
定 

    7月の予定 

【代式祈祷】【聖堂清掃奉仕】6㈰ 

【聖歌隊練習】6㈰[発声練習] 

       20㈰ 

【聖名祭感謝祈祷】20㈰ 

【婦人会／方舟会】20㈰ 

【月例パニヒダ】20㈰〔第三日曜〕 

【ミニ講話】27㈰ 

【伝道会】[18時～]2㈬、9㈬、 

  16㈬、30㈬  23㈬はお休み 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なく申し出ください。 

  定額献金納入袋の送付  

定額献金（教会費）は、教会の維持発展の

ために欠かせない財源です。信徒一人一人

の協力で教会は成り立っています。定額献

金納入袋を同封させていただきましたので

ご利用ください。郵便振替を利用する方法

もあります。宜しくお願いします。 

  [郵便振替口座]  

  記号 02270-0-5303  

  加入者名 仙台ハリストス正教会 

※ 教会の会計年は6月1日から5月31日までです。 


